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ウルグアイの水生植物について

立 花 吉 茂 *

はじめに

水生植物の調査に出掛けたのではないが、 2 度にわた 

りウルグアイ全土のフィールドをしらべる機会があった 

ので、散見した水草をご紹介する。 とくにミズアオイ科 

植物のうち、P o n te d e r iaについては分類上若干の混乱 

があったので原産地の分類をご紹介する。

気候条件

ウルグアイは南米東南部にある小国で、日本国土の約 

80% くらい、ほとんど山は無く、南緯30〜35度にあり、 

南九州から近畿地方に匹敵する位置にある（図 1 ) 。降 

水量は概して少なく年間1300刪以下、目立った森林は無 

く、草原の国である（図 2 ) 。部分的に西部を流れるラ 

プラタ川の沿岸は北部アマゾン地域からの暖かい水が流 

れるため、熱帯性の植物が散見された0 暖かさの指数、 

乾湿指数およびクリモグラフを図3 、表 1 に示す0

ウルグアイで散見した水生植物 

表にはカヤツリグサ科、イネ科の植物を省いてある。

観賞用にはタイリンオモダカの黄色花系種、ホテイアオ 

イ と 同 属 の ツ ル ミ ズ ア オ イ （仮 称 ） E ichhornia  

azure a K u n th .の 2 種を新しく導入した0

引用文献

1. F lo ra  M ontevidensis (1982) : O scarR achetti, 

Ariel C orrea V allejo

2. F lo ra  a rb o rea  Y arborescente del U luguay 

(1964) : Concejo D epartm ental de Montevideo.

* PONTEDERIACEAE
(ミズアオイ科）

水生の単子葉植物で、ユリ科に似ているが、澱粉質の 

胚乳を持つ点が異なり、またタヌキアヤメ科とも異なり、 

ユリ科近縁の科として特異な存在である。

図 1 位置図. 図 2 ウルグアイの降水量.
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図 3 クリモグラフによるウルグアイと日本との比較

花は両性で、花弁状の6 個の花被片が基部で融合して 

筒状になる。雄しベは6 個で、退化して3 〜 1 個のもの 

もある。子房上位、 3 室に分かれて中軸胎座を有するか、 

1 室で側膜胎苞座を有し、果実は朔果で、種子は粉状の 

胚乳を持つ。世界には7 属30種があり、 日本にはミズァ 

オ イ 属 LM onochoria ')の 2 種 （コナギ、 ミズアオイ） 

の 2 種を産し、帰化植物としてホテイアオイが知られて 

いる。

属の検索

1一果実はサヤ果 （ C a p s u le )で、多胚種子

-EICH H O RN IA

1 一 果実は包果（裂開しない）で、一胚種子 

2 — 花被は 2 裂し、それぞれ3 裂片となる

-PO N TED ER IA  

2 —花被は 2 裂し、それぞれ5 裂片となり、上向き 

裂片で一つは下に向く…REUSSIA

EICHHORNIA
(ホテイアオイ属）

花冠は不整形で2 裂し、曲がった管状で、弁片は6 片 

となり、 3 片は大きく、 3 片は小さい。雄しベは6 本あ 

り、 3 本は高く抽出する。花糸は糸状でいぼがある。子 

房は 3 室に分かれ、糸状の胎座がある。花柱は長く、線 

があり、柱頭は頭状。果実はサヤ果で、内部に種子があ 

り、縦に並ぶ。

表 1 暖かさの指数、乾湿指数の日本との比較

年平均温度 年間降水量 W I K

東 京 15.0°C 1503 ・ 120.8 11.5

大 阪 15.7 1400 128.4 10.6

S a l t 17.9 1280 153.8 8.7

El Prado 16.9 1066 142.9 7.5

植物体は水生草本で、湖、川の岸辺に固着して根を下 

ろし、茎は水面に浮かび、ストロンを出すものがある。 

葉は半水生で、葉柄は線状か筒状で、円筒形または紡錘 

形で、中は空気室になっており、上部の葉は、腎臓形か 

心臓形、開いた形である。

種の検索

1一茎は長く伸びて水面に浮かび、

葉柄は膨大しない…AZUREA

1ーストロンを出す。葉柄は短くて膨らんだフロー 

卜状になるか、やや膨らんで長く伸びる

•••CRASSIPES

* F lo ra  Montevidensis (1 9 8 2 )より

ウルグアイで散見した水生植物

T y p h a c e a eガマ科

1) Typha dom ingensis  P e r s . (ヒメ ガマ？）

2 ) T. subulata  L a m . (ガマ？）

Potam ogetonaceae ヒロ ムシ ロ科

3 ) Potam ogeton ferrugineus  Hagst.

4 ) P. m ontevidensis A. Benn.

A lism a ta c e a eオモダカ科

5 ) Echinodorus grandiflorus  Micheli

6 ) Sagittaria  m ontevidensis Cham, et Schlecht. 

H y d ro c h a r ita c e a eトチカガミ科

7 ) L im nobium  laevigatum  Heine

(= L . stoloniferum  G riseb .) (アマゾントチカガミ） 

8 )  Egeria derisa C a s p . (才才カナダモ） 

Pontederiaceae ミズアオイ科 

9 ) Eichhornia azurea  K u n th .(ツルミズアオイ.仮称）

10) E. crassipes S o lm s -L a u b .(ホテイアオイ）

11) Pontederia Lanceolata

Nutt. Form , lanceolata  Solms-Laub.

12) P. lanceolata  Nutt. f. brasiliensis  Fernald . 

( = P. cordata  L. var. typica  Solms-Laub.

=P. cordata  L a r r . )
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13) Reussia  rotundifo lia  Castell.

** M onochoria vaginalis  Presl. var.

plantaginea  S o lm s - la u b .(コナギ）

** M. korsakow ii R e g e l .e t  M aack (ミズアオイ）

** Heteranthera lim nosa  W i l ld .(アメ リカコナギ） 

A ra c e a eサトイモ科

14) P istia  stratiotes  L . (ボタンウキクサ）

* * 日本国内で見たもの

水草と水辺環境
蒲 原 幸 生

過去40年近く企業の間で仕事を続ける内、遂に海水、 

淡水共々に海から川そしてダムから湖とご縁ができ、最 

初は1987年頃、大阪近郊の一庫ダムという都市に近い水 

ガメに浄化能力のテストとして、ホテイアオイとの付き 

合いがはじまったのでした。

次いで丁度、世界湖沼環境会議が開かれる頃、琵琶湖 

の西北、西の湖にカナダモが異常発生し真珠母貝の窒息 

という被害が告げられ、スイスのチューリッヒ、ついで 

米国のカリフォルニャに出かけて其の湖や運河での進ん 

だ水生雑草防除の実態と刈り取り船を調査する機会を得 

た。今では琵琶湖や霞が浦方面に何台か活躍をつげ、極 

最近では上野の不忍池でハスを刈っているが、要は水草 

の管理という問題がまったくの素人の身に生物とのつな 

がりとなったのでした。爾来、ホテイァオイ研究会や、こ 

の水草研究会にご縁をもとめると共に、 この30余年間、 

しだいに水辺環境に着目して水草を追はざるを得ず、目 

下、次のような水辺環境（海水、淡水を問わず）に縁の 

ありそうな集まりに参力□、月平均2〜3回はなんらかの集 

会に加わって居るのが現状である。独断ながら、1988年 

頃から、関心を持ったこの種の集まりは次の数々である。

① 土木学会

② 日本陸水学会

③ 水資源•環境学会

④ 日本環境教育学会

⑤ 近自然環境復元研究会

⑥ 大阪自然環境保全協会

⑦ 日本水文科学会

⑧ 都市環境研究会

⑨ 水郷水都全国会議

⑩ 日本沿岸域会議

⑪ 京都大学環境衛生工学研究会

⑫ エントロピー学会

⑬ ホテイアオイ研究会

⑭ 高槻の水辺環境を守る会

⑮ 水草研究会 

その他

これら会員各自はその会にあるいろいろな専門の分野

で部分的に参加しているが、小生は水辺環境という断面 

で勉強させていただいている。

大滝末男先生（名誉会長）や角野康郎先生（神戸大学） 

に伺うと、最近急に地球環境ということが世界中叫ばれ 

るにつれて、年々益々水草への問い合わせが増加しつつ 

あると聞いている。

また以上のいろいろの研究会、学会は見方によるとお 

およそ開発か自然保護か及びその中間かの3 通りに分け 

られそうである。その度合いは百花繚乱のおもむきであつ 

て、社会的、政治的、科学的、経済的、文化的、果ては 

哲学的等々と言える各見方が入り交じりその多様性は目 

を見張るばかりである。

更に、最近は21世紀に向かって資源、廃棄物、 リサィ 

クルさては南北問題、貧困、飢餓などのキーワードとい 

よいよ絡んで行くようである。

このような世の趨勢にあって、.この水草研究会会員の 

かたがたが一般世間から兎角、忘れられがちなこの水草 

について是非、外部に大いに出かけて発言し、水草から 

みた身近で科学的、然も基礎的な環境問題の考え方をP 

R して、その意見を完全でなくとも、どしどし発表し、 

世の中に警鐘をならすべき好機到来だと信じる。

なお、できれば単に水草だけに捕らわれずに、同じ水 

中に深い関係のある昆虫、水鳥、魚類など生物と水草と 

の関係も発表して陸水学的視野から、現在の環境問題に 

世間に目を開かせる必要を感じる。要は、水草の周囲こ 

そ、桜井善雄先生（信州大学）の説かれる陸界と水界と 

気界との複雑ながらも極めて生態的であらゆる問題にか 

かわりを持つ誠に格好なモデルで、真の環境問題解決の 

ヒントが潜んでいると思われる0 環境とは周囲との無限 

のかかわりに着眼する問題であると理解している。

重ねることになるが何とぞ水草研究会会員総力を上げ 

て、他の分野に働きかけ、世にこの研究会の存在をしら 

せるべきだと思われ、より一層のご活躍を祈るばかりで 

ある。 （ 1993年 春 ）
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